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例 言

1 本書は株式会社親和商事が計画 した遊技場建設に伴い、発掘調査 した向原第 2遺跡 (第 2次調査)

の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は都城市教育委員会が主体となって行ない、同文化財課主事 加覧淳一が担当した。

3 本書に使用 したレベル数値は海抜絶対高で、基準方位は座標北である。

4 本書の遺物番号は通 し番号とし、本文・挿図・写真の番号は一致する。

5 土層と遺物の色調は『新版標準土色帳』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修)に準拠 した。

6 現場における遺構の実測は作業員の協力を得て加覧が中心となってこれを行ない、都城市教育委

員会文化財課主事栗山葉子ミ同嘱託外山亜希子、津曲千賀子の協力を得た。遺構実測図の製図はす

べて加覧が行なった。

7 本書に掲載 した遺物は整理作業員、加覧が実測 し、製図は加覧が行なった。

8 遺構・遺物の写真撮影は加覧が行ない、空中写真撮影については九州航空株式会社に委託 した。

9 竪穴住居出土炭化材の放射性炭素同位体年代測定分析については株式会社古環境研究所へ委託 し

た。

10 本書の執筆・編集は加覧が行なった。

11汀発掘調査で出土 した遺物とすべての記録 (写真・図面等)は都城市教育委員会で保管 している8
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第 1章 はじめに

1 調査に至る経緯

平成 16年 10月 20日 、株式会社親和商事が都城市立野町 3664番地外に計画 している遊技場の建設

に伴 う埋蔵文化財の有無照会が都城市教育委員会になされた。計画予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地

「向原遺跡 (遺跡番号 :4012)」 範囲内に位置 し、また、平成元年度調査の向原第 2遺跡調査区にも隣

接 しており、当初から遺跡の存在が予想された。そこで当市教育委員会は事前の確認調査を平成 16

年 11月 8日 から11月 25日 (実質調査 日数 5日 )にかけて実施 した。その結果、竪穴住居、 ピット

等の遺構及び土器類が多数検出され、一部削平を受けているものの弥生時代を中心とした遺跡が残存
｀

していることが明らかとなった。

確認調査後、株式会社親和商事と遺跡の取扱いについて協議を重ねた結果、開発予定地のうち店舗

建物基礎工事により破壊を免れない面積 (約 600」)については記録保存のための発掘調査を実施 し、

その他簡易舗装による駐車場予定地については現状保存をすることとなった。発掘調査は平成 17年

度に実施 し、18年度に報告書を刊行することで合意 し、委託契約を締結 した。発掘調査及び報告書

作成にかかる経費は株式会社親和商事が負担 し、経費の運用は都城市教育委員会文化財課があたった。

なお、平成元年度調査分については「第 1次調査」とし、今回の調査を「第 2次調査」として取 り

扱 う。

調査体制

発掘調査及び報告書作成は以下の体制で行なった。

・ 調査委託

・ 調査主体

・ 調査責任者

・ 調査事務局

調査担当者

株式会社 親和商事

宮崎県都城市教育委員会

教育長

教育部長

文化財課長

文化財課長補佐

文化財課副主幹

文化財課事務嘱託

文化財課主事

文化財課主事補

文化財課主事

(確認調査担当)

(発掘調査担当)

玉 利 譲 (平成 17年 6月 15日 から)

(平成 17年度)

(平成 18年度)

昇

泳

志

弘

夫

子

多

千

隆

古同
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涼
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馬

野

宮

部
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今

有

高
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押
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加 覧 淳

一元
　
一

・ 報告書作成 加 覧 淳 一

発掘作業従事者 岩切ユキ子、小山田福子、蒲生 ミツ子、下玉利文代、立石カズ子、立山君子

津曲節子、徳丸 ヒサ子、中原忠珍、抜迫清美、平山甲子郎、藤田フヂ子、二

見義彦、馬籠恵子、南ス ミ子

・ 整理作業従事者 大坪真知子、水光弘子
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第 2章 遺跡の位置と環境

1 地理的環境

向原第 2遺跡は都城市立野町字向原に所在する。都城盆地は東に鰐塚山系、西に霧島山系の山々が

稜をなし、その合間から各河川が盆地中央部へと流れ込んでいる。当遺跡の北側を流れる年見川 も鰐

塚山系の山麓より端を発 し、盆地中央の低地部で大淀川へと合流する。都城盆地の東半部は開析扇状

地が発達 しており、向原第 2遺跡は二万城扇状地のちょうど中央に位置する。さらに細かい地形区分

で見ると年見川の南段丘面に立地 している。標高は約 165m、年見川と段丘面の比高は約 5mで ある。

付近の開析谷には湧水点 もある。

2 向原第 2遺跡と周辺の遺跡

向原第 2遺跡は周知の埋蔵文化財包蔵地「向原遺跡 (番号 :4012)」 に位置する。同一区域内には

平成元年に大学用地造成に先立ち調査された向原第 1・ 第 2遺跡がある。向原第 1遺跡では弥生時代

中期後半～後期にかけての集落が検出され、向原第 2遺跡 (第 1次調査)か らは弥生時代終末期から

古墳時代初頭にかけての集落が検出されている。今回調査 したのは第 1次調査地点から東へ約 60m
離れた地点である。

向原第 2遺跡周辺には当遺跡同様、年見川流域の段丘面 (沖積地)に位置する年見川遺跡 (3)が ある。

年見川遺跡では弥生時代後期の資料が検出されている。年見川を挟んで北側の沖積地には白山原遺跡

(4)が あり、縄文時代早期の集石遺構、遺物が見つかっている。付近には池ノ友遺跡 (5)、 牟田ノ

1:向原第 2

6:牟田ノ上

11:松原地区

2:向原第 1

7:天神原

12:久玉

3:年見川

8:沖水古墳

13:祝吉

4:白 山原

9:祝吉御所跡

14:牧ノ原地下式横穴墓群

5:池ノ友

10:樺山・郡元

15:中央東部地区

第 1図 遺跡位置図
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上遺跡 (6)、 天神原遺跡 (7)等があり、弥生～古墳時代、中世の集落が見つかっている。早水公

園内には県指定沖水古墳 (8)が ある。早水公園より東方には島津氏発祥の伝承が残る祝吉御所跡 (9)
がある。また、北方の郡元地区においては市の区画整理事業に伴 う発掘調査が昭和 60年度調査の松

原地区第 I・ 第Ⅱ遺跡 (11)を 皮切 りに長年実施され、久玉遺跡 (12)等 において古代、中～近世の

集落が検出されている。

【参考文献】

乗畑 光博 1990『平成元年度遺跡発掘調査報告』都城市文化財調査報告書第 11集 都城市教育委員会

乗畑 光博 2000『池ノ友遺跡』都城市文化財調査報告書第 49集 都城市教育委員会

都城市史編纂委員会 (編)1997『都城市史 通史編 自然・原始・古代』 都城市

都城市史編纂委員会 (編)2005『都城市史 通史編 中世 0近世』 者Б城市

矢部 喜多夫 1989『松原地区第 I・ ⅡOⅢ遺跡』都城市文化財調査報告書第 7集 都城市教育委員会

矢部 喜多夫 0乗畑 光博 1991『平成 2年度 遺跡発掘調査概報』都城市文化財調査報告書第 13集 都城市教育委員会

横山 哲英 1993『天神原遺跡』都城市文化財調査報告書第 23集 都城市教育委員会

横山 哲英 1997『久玉遺跡 (第 708次 )』 都城市文化財調査報告書第 39集 都城市教育委員会

米澤 英昭 2002『白山原遺跡』都城市文化財調査報告書第 57集 都城市教育委員会
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第 3章 調査の成果

1 発掘調査の方法と概要

調査区の表土をバ ックホ丁で除去後、 SN杭を設置 し、10m× 10mの グリッドを設定 した。各グ

リッド交点の座標は世界測地系に拠 っている。設定 したグリッドは北西隅から南北を 10m毎 にA、 B、

C・ ・・・、東西方向を 1、 2、 3・ ・・・ として取扱い、各軸の組み合わせからグリッド名 (例え

ばB丁 3区など)を呼称 した。

遺構精査、掘 り下げは人力によって行ない、適宜実測、写真撮影、 トータルステーションによる遺

物取 り上げ等を行なった。調査区の現況は畑であったが、現代のゴボウ作付によるトレンチャーが南

北、東西方向に表土下約 lmま で及んでいた。その為、遺構・遺物ともに撹乱を受けているものが多かっ

た。遺物は元位置を留めているものが多 くはなかったが、 トレンチャー内の遺物と選別 しながら随時

取 り上げを行なった。なお、現場における調査期間は平成 17年 4月 20日 から平成 17年 6月 28日
までである。

調査の結果、竪穴住居 1軒、土坑 3基、土器、石器、鉄片を検出した。

平ヽ成元年度調査区 (第 1次調査)

」 _＼_

ノ
)

ノ  …

/…

第 2図 向原第 2遺跡 トレンチ配置図

＼

＼
。

＼
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第 4図 向原第 2遺跡遺構配置図 (S=1/300)

2 向原第 2遺跡の基本土層

向原第 2遺跡の基本土層は I層がオ リーブ黒色 (5Y 3/1)砂 質 シル トの現耕作土、Ⅱ層が黒

褐色 (2。 5Y 3/1)の 旧耕作土、その下のⅢ層は黒色 (7。 5YR 2/1)の 弱粘質 シル トであり、

御池軽石の粒を僅かに含んでいる。下層に向かうにつれ御池軽石粒の混入が多 くなっていく。Ⅲ層下

にはⅣ層黒褐色 (7。 5YR 3/1)粘 質 シル トが堆積 している。Ⅲ、Ⅳ層が当遺跡の遺物包含層

である。Ⅳ層より下にはV層暗赤褐色 (5YR 3/2)粘 質 シル ト、Ⅵ層暗赤褐色 (5YR 3/2)
粘質 シル ト (御池軽石層への漸移層)と堆積 し、その下に御池軽石層 (Ⅶ層)が層厚約 lmで堆積 し

ており、それより下位にはⅧ層黒色粘質 シル ト、Ⅸ層喜界アカホヤ火山灰層が堆積 している。

今回調査 したのはⅦ層上面までである。遺物包含層はⅢ層～Ⅳ層であり、それよりも下位からは遺

物は検出されなかった。  i
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165.5(m)―

①黒色粘質シルト (御池軽石をまんべんなく含む)

③黒褐色の硬化土 (貼床)

⑤黒褐色粘質シルト (中央土坑埋土)

⑦黒褐色粘質シルト (し まっている)

⑨黒褐色砂質シルト (③層より粘性強い)

C
165.5(m)一一

②黒褐色粘質シルト

④黒褐色粘質シルト

⑥黒褐色粘質シルト

③黒褐色砂質シルト

(炭化物を多 く含む)

(中央土坑埋土)

(土坑埋土)

第 5図  SAl実 測図 (S=1/80)
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SAl(第 5図 )

SAlは調査区北西隅で検出された。確認調査時に部分的に検出されており、存在は調査開始時か
ら判明していた。プラン検出はⅣ

甲上面にて行なった。
SAlは やや不整ではあるが方形のプランである。主軸はN-4° 一Wである。長軸は最大で 9。 9

m、 短軸が最大で 8。 5m、床面積は 65。 5ピである。床面の深度は検出面から約 0。 5～ 0。 6mあ り、
部分的に貼床も認められた。主柱穴は 6本であり、長方形の配列をとる。各柱穴の直径は 0。 3～ 0。 6

m、 検出面からの深さは o。 32～ 0。 5mである。遺構埋土はⅢ層を基本としており、 レンズ状に堆
積 している様子が確認できた。

住居中央には楕円形、不定長方形の土坑が隣接 して掘 り込まれており、埋土中には炭化物が多量に

含まれていた。壁際にも大小の土坑が掘 り込まれており、一部柱穴深度より深いものも見 られた。中
央土坑の周囲は一段高 くなっており、不明瞭ながらベッド状遺構を構築 している。北西隅では間仕切
り施設と思われる突出壁が 2ヶ 所確認できた。

遺物は床面直上からの出土は少なく、少 し浮いたような状態で検出されたものが多数である。他に

一́

第 6図  SAl炭 化材検出状況実測図 (S=1/80)

4(m)

3 遺構と遺物
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第 8図  SAl出 土遺物 土器 (2)4/4

は トレンチャーによる撹舌Lを受けている遺物 も多 く、元位置を留めないものや細片となったものも多
数検出された。壁際の土坑内からは鉢、手捏ね土器が検出された。

床面付近からは多量の炭化材が検出された (第 6図 )。 トレンチャーによりかなり撹乱を受けてい
たが、本来は放射状に散在 していたものと推測される。付近の トレンチャー撹乱土からもこれに伴 う
多量の炭化材が検出されており、 SAlは焼失家屋の可能性 もある。なお、炭化材の放射性炭素年代
測定分析 (β 線法)の結果、1800± 60年 BP(AD220～ 370年、交点 AD250)、 1920± 70年 BP(AD40
～ 220年、交点 AD100)の測定値が得 られた (第 4章参照)。

SAl出土遺物 (第 7図～第 11図 )

SAlか らは土器、石器、鉄片が検出された。
1～ 9は甕である。いずれも外反する国縁を持つ。 1は 回縁部が先端に向け先細 りしてゆきやや長

めに伸びる。回縁端は粗いヨヨナデにより面取 りされる。胴部外面には左回りのタタキが施される。2、

3も 胴部外面調整にタタキが確認できるが、 3は部分的にタタキロがナデ消されている。内面には当
て具等の痕跡は確認できず、ハケメが残されている。また、ケズ リ等 も施されておらず器壁は厚い。
4は胴部がやや膨 らむものと考えられる。外面は二具によるナデ調整であるが、 ミガキ状の痕を残 し
ている。内面は工具によってナデられている。焼成は 1～ 3に比べ堅致である。5は小型の甕である。
内・外面ともにナデ調整である。 6は破片であるが 1、 2と 同様のものと思われる。 7は器壁がやや
薄 く、胴部はやや張りをもつ。 9は頸部破片で刻目突帯をもつ。刻目内には布状圧痕が観察できる。

10は 外反する国縁を持つ鉢である。扁球形の胴部を持つ。外面には細かいハケが施される。11は
直口壺である。床面に張り付 くような形で検出された。外面が磨耗 しているが、横方向の ミガキが認
められる。口縁部が欠失 しているが、類例を考慮すると直に短 く上に立ち上がるものと思われる。器
壁は薄 く仕上げられており、胎土は他の土器に見 られるような鉱物はあまり混入 しておらず、精良で
ある。12は小型の壺であろうか。外面に ミガキが施される。13は小型の高不である。回唇、脚部端
が欠失 している。外部は器壁が薄 く仕上げられ、外面には細かいミガキが施される。脚部は外面が ミ
ガキ、内面にはハヶが施される。 これも胎土は精良である。14は鉢である。外面は工具によるケズ
リで内面はナデられている。15は外面が工具ナデ、内面にはハケが施される。16は 回縁部に櫛描波
状文が施文されている。外面にはミガキが施される。20は SAlの 土坑内か ら検出された。調整は
器内外面とも指頭によるオサェあるいはナデである。23～ 25は手捏ね土器である。いずれも指頭に
よるオサエ調整である。26～ 32は土器の底部である。28は底部で凸 レンズ状の平底である。壺底部
の可能性がある。30は甕底部。ハケメが明瞭に残る。31は鉢の底部と考えられる。32は甕底部で脚
台状を呈する。
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第12図 土坑実測図 (S=1/30)

土坑 (第 12図 )

SCl

A-3区 で検出された。 トレンチャーにより撹乱されているため確言できないが楕円形のプランと

推測される。長軸 0。 85m、 短軸 0.45mで ある。遺構の深度は 0。25mと 浅い。遺構埋土は黒色粘質土」

である。遺物は検出されなかった。時期 も不明である。

SC2

B-3区 で検出された。これもトレンチャーによる撹舌Lを受けておリプランの半分程度は検出でき

ていない。長軸は 0.65m+α 、短軸 0.2m+α である。遺構の深度は 0.15mと浅い。遺構埋土はSC
lと 同様、黒色粘質土である。遺物は検出されなかった。

SC3

B-4区 で検出された。 トレンチャーにより撹舌Lを受けている。長車由は 0.55m+α 、短車由は 0。32m
+α である。 2段に掘 り込みをもち、遺構深度は土坑中央部分で 0.4mを測る。遺構埋土はSCl、
SC2と 同じ黒色粘質土である。遺物は検出されなかった。

包含層出土遺物 (第 13図 )

包含層内遺物はⅢ、Ⅳ層をメインに出土 したが、一部 トレンチャー内から出土 した遺物 も掲載 して

いる。55は縄文晩期の深鉢の回縁部である。外面には横方向 ミガキが部分的に残る。56は弥生中期

～後期の大甕の突帯部分である。胎土に金雲母を含有する。57～ 59は甕である。いずれも工具によ

るナデ調整が施される。58は全体的に器面が風化 している。60は高不である。外面には横方向 ミガ

キが施される。61は 回縁部が大 きく開 くものである。磨耗 しているため器面調整は不明である。62

は甕の回縁～胴部でタタキ
.が

施される。64は小型の高不で脚部のつ くりなどから13と 同様のものと

-14-
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考えられる。65は二重回縁壺の回縁端部である。全体的に磨耗 している。口縁外面 こ`おける櫛描波

状文等の施文は見られない。66は手捏ね土器である。67、 68は甕の底部である。68はハケが施される。

69は敲石 (台石)で ある。折れて欠失 しているが、正面、下面に敲打痕が認められる。石材は砂岩

である。

＼`＼＼＼
、に̀=) 

ノ

丁 狂
“

こ`要フ46

ミ ゛

63

-15-



第 1表 向原第 2遺跡遺物観察表 (土器)

N● . 出土区 層‐権 1喘励 色1調| 調整 胎土 法量 備1考|

SAl ② 甕
内面 :灰黄(2.5YR7/2)
外面 :浅黄橙(7.5YR7/2)

内面 :工具ナデ
外面 :タ タキ

2mm以下鉱物 口径 -31。 2cm

SAl ② 甕
内面 :に ぶい橙 (5YR7/4)
外面 :に ぶい橙(7.5YR7/4)

内面ン ケヽ
外面 :タ タキ

6mm以下鉱物 口径-27.Ocm

SAl ② 甕
内面 :に ぶい橙 (5YR7/4)
外面 :淡赤橙 (2.5YR7/4) キ

デ

タ

ナ

タ

面
面

内
外

3mm以下鉱物 口径 -29。 4cm

SAl ② 甕
内面 :浅黄橙 (10YR8/4)
外面 :浅黄橙 (10YR8/4)

内面
外面 一゙アナ

デ

旦
（

ナ

エ
3mm以下鉱物 口径-29.6cm

SAl ② 甕
内面 :浅黄橙 (10YR8/4)
外面 :浅黄橙 (7.5YR8/6)

内面 :ナ デ
外面 :ナ デ

口径 -20。 Ocm

SAl ② 甕
内面 :橙 (5YR7/6)
外面 :橙 (5YR7/6)

内面 :風化の為不明
外面ン ケヽ

5mm以下鉱物

SAl ② 甕
内面 :浅黄橙(7.5YR8/4)
外面 :浅黄橙(7.5YR8/4)

内面 :風化の為不明
外面 :風化の為不明

5mm以下鉱物

SAl ② 甕
内面 :浅黄橙 (10YR8/3)
外面 :浅黄橙 (10YR8/3)

内面 :風化の為不明
外面 :風化の為不明

5mm以下鉱物

SAl ② 甕
内面 :浅黄橙 (7.5YR8/4)
外面 :橙 (5YR7/6)

内面 :一

外面 :一
3mm以下鉱物 刻目突帯

SAl ② 鉢
内面
外面

こぶい黄橙 (10YR8/3)
こぶい黄橙 (10YR8/3)

内面 :ナ デ
外面 :ハ ケ

2mm以下鉱物
口径-19.Ocm
胴径-18.6cm

SAl ② 直口壺
内面
外面

こぶい橙(7.5YR7/4)
こぶい橙(7.5YR7/4)

内面 :ケ ズリ・ナデ
外面 :ミ ガキ

2mm以下鉱物 胴径-11.2cm

SAl ② 直口壺
内面 :に ぶい黄橙 (10YR7/4)
外面 :浅黄橙(7.5YR8/4)

内面 :ナ デ
外面 :ミ ガキ

1.5mm以下鉱物 口径-9.Ocm

SAl ② 高不
内面 :一

外面 :に ぶい橙(5YR7/6)
内面
外面

キ

キ

ガ

ガ
1.5mm以下鉱物

SAl ② 鉢
内面 :に ぶい黄橙(10YR7/3)
外面 :に ぶい黄橙(10YR7/4)

内面
外面

ズ

デ

ケ

ナ
3mm以下鉱物 口径-9.6cm

SAl ② 鉢
内面 :に ぶい橙(7.5YR7/4)
外面 :に ぶい黄橙 (10YR7/4)

内面ン ケヽ
外面 :ナ デ

極微小の鉱物 口径 -10。 4cm

SAl ② 鉢
内面 :褐灰(10YR5/1)
外面 :に ぶい黄橙 (10YR7/4)

内面
外面 キ

デ
ガ

ナ

ミ
極微小の鉱物 口径-9.Ocm 櫛描波状文

SAl ② 高琢
内面
外面

天白(10YR8/1)
天白(10YR8/2)

内面 :ミ ガキ
外面ン ケヽ 極微小の鉱物 口径-12.8cm

SAl土坑 ④ 鉢
内面 :橙 (7.5YR7/6)
外面 :橙 (7.5YR7/6)

内面
外面

デ

デ

ナ

ナ
2mm以下鉱物 口径-7.5cm

SAl ⑤ 鉢
内面
外面

こぶい黄橙 (10YR7/3)
こぶい黄橙 (10YR7/3)

内面ン ケヽ
外面 :工具ナデ

1.5mm以下鉱物

SAl土坑 ③ 鉢
内面
外面

こぶい黄橙 (10YR7/4)
こぶい黄橙 (10YR7/4)

内面 :オ サエ

外面 :ナ デ
3mm以下鉱物 口径-7.5cm

SAl ⑦ 高琢
内面 :浅黄橙(7.5YR8/6)
外面 :浅黄橙(7.5YR8/6)

内面ン ケヽ
外面:ナ デ 極微小の鉱物 口径 -8。8cm

SAl ③ 鉢
内面 :橙 (7.5YR6/6)
外面 :に ぶい橙(7.5YR7/4)

内面 :ナ デ
外面 :ナ デ

微小の鉱物 口径-8.8cm

SAl ② 手捏ね 内面 :浅黄橙 (10YR8/4)
外面 :浅黄橙 (10YR8/4)

内面 :オ サエ

外面 :オ サエ 2mm以下鉱物 口径 -4。9cm

SAl土坑 ⑨ 手捏ね 内面 :淡黄(2.5Y8/3)
外面 :淡黄(2.5Y8/3)

内面 :オ サエ

外面 :オ サエ 2mm以下鉱物 口径-3.6cm

SAl 手捏ね 内面
外面

こぶい黄橙 (10YR7/4)
こぶい橙(7.5YR7/4)

内面 :オ サエ

外面 :オ サエ 2mm以下鉱物 口径 -5。9cm

SAl ② 甕
内面
外面

にぶい橙(7.5YR7/4)
曳黄橙(7.5YR8/4)

内面 :風化の為不明
外面 :風化の為不明

3mm以下鉱物 底径-4.9cm

SAl土坑 ⑨ 鉢
内面 :浅黄橙 (10YR8/4)
外面 :浅黄橙 (10YR8/4)

内面 :ナ デ
外面 :ナ デ

2mm以下鉱物

SAl ② 底部
内面 :浅黄橙 (10YR8/3)
外面 :浅黄橙(7.5YR8/3)

内面 :風化の為不明
外面 :工具ナデ

3mm以下鉱物 壺の可育旨性

SAl ② 甕
内面 :―

外面 :浅黄橙 (10YR8/4)
内面 :風化の為不明
外面 :工具ナデ

極微小の鉱物 底径-4.5cm

30 SAl ② 甕
内面 :に ぶい橙(7.5YR7/4)
外面 :に ぶい橙(7.5YR7/4)

内面ン ケヽ
外面ン ケヽ

極微小の鉱物 底径-4.6cm

SAl ② 鉢 輿吾:震曹暑
`器

3,3)
内面 :ナ デ
外面 :ナ デ

2mm以下鉱物 底径-2.9cm

32 SAl ② 甕 寅手に就還堰糧鮮畳78
内面 :ナ デ
外面 :ナ デ

3mm以下鉱物 底径-6.Ocm

55 B-2 Ⅳ 深鉢
内面 :に ぶい褐(7.5YR6/4)
外面 :褐 (7.5YR4/3)

内面
外面 キ

デ
ガ

ナ

ミ
3mm以下鉱物 縄文晩期・粗製
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N01 出土1区‐ 層 器種.(器形) 色1調
‐

調整 胎土 法1量 備考

56 B-3 I層
トレ″ャー 大甕

内面 :橙 (7.5YR7/6)
外面 :に ぶい黄橙 (10YR7/4)

内面 :―

外面 :ナ デ
2mm以下鉱物
金雲母含む

弥生中期

B-3 Ⅲ 甕
内面 :浅黄橙 (7.5YR8/4)
外面 :浅黄橙(7.5YR8/4)

内面 :ナ デ
外面 :工具ナデ

5mm以下鉱物

A-3 Ⅲ 甕
内面 :に ぶい黄橙(10YR7/4)
外面 :に ぶい橙(7.5YR)

内面 :工具ナデ
外面 :風化の為不明

4mm以下鉱物 口径-31.4cm

59 A-3 Ⅲ 甕
内面 :に ぶい橙(7.5YR7/4)
外面 :に ぶい橙 (7.5YR7/4)

内面ン ケヽ
外面 :工具ナデ 4m m以下鉱物 口径-32.2cm

B́-2 Ⅳ 高不
内面 :橙 (7.5YR7/6)
外面 :橙 (7.5YR7/6)

内面
外面 キ

デ
ガ

ナ

ミ 3mm以下鉱物 口径-24.5cm

A-3 Ⅲ 高琢
内面 :橙 (7.5YR7/6)
外面 :橙 (7.5YR7/6)

内面 :風化の為不明
外面 :風化の為不明

2mm以下鉱物

A-4 Ⅲ 甕
内面 :浅黄橙(10YR8/4)
外面:浅黄橙(10YR8/4)

内面
外面 キ

デ

タ

ナ

タ
3mm以下鉱物

A-3 Ⅲ 甕
内面:浅黄橙(10YR8/4)
外面:浅黄橙(10YR8/3)

内面ン ケヽ
外面 :ナ デ

2mm以下鉱物

64 B-4 Ⅲ 高琢
内面:浅黄橙(10YR8/3)
外面 :浅黄橙(10YR8/3)

内面ン ケヽ
外面 :ナ デ 極微小鉱物

A-4 Ⅲ 士亜
内面:浅黄橙(10YR8/3)
外面:浅黄橙(10YR8/3)

内面 :風化の為不明
外面 :風化の為不明

2mm以下鉱物

66 A-3 Ⅲ 手捏ね
内面:に ぶい黄橙(10YR6/3)
外面:に ぶい黄橙(10YR6/3)

内面 :オ サエ

外面 :オ サエ 極微小鉱物 口径 -4。 lcm

A-3 Ⅲ 甕
内面 :に ぶい褐(7.5YR6/3)
外面 :に ぶい橙(7.5YR7/3)

内面 :ナ デ
外面ン ケヽ

3mm以下鉱物 底径 -5。8cm

68 B-3 Ⅲ 甕
内面:褐灰(10YR6/1)
外面:に ぶい黄橙(10YR7/3)

内面 :ナ デ
外面ン ケヽ

3mm以下鉱物 底径 -5。2cm

第 2表 向原第 2遺跡遺物観察表 (石器)

N101 出1土1区 出1土 1層 器種 最大長(|●) 最大幅(||) 最大厚(|") 車量僣) 1石1材 備1考

33 SAl ② 石包丁 8.8 4.2 0.6 32 頁岩

34 SAl ④ 石包丁 8.4 4.4 0.6 40 頁岩

35 SAl ② 石包丁 0。 4 頁岩

36 SAl I トレンチャー 石包丁 2.4 0.4 頁岩

37 SAl 石包丁 8。 4 4.4 0.4 250 頁岩 確認調査時に検出

SAl ② 敲石 9.8 砂岩

40 SAl 敲石 4.6 砂岩 確認調査時に検出

SAl ② 敲石 (砥石 ) 7。 9 5.9 4.5 241 砂岩

42 SAl ② 敲石 5.4 6.3 82 砂岩 剥片利用

43 SAl ② 敲石 4.0 3.2 2.7 42 砂岩

44 SAl ④ 台石 9.8 11.8 3.7 670 砂岩

SAl ④ 台石 16.9 11.3 5。 0 1,688 砂岩

46 SAl ② 砥 石 13.8 5。 8 2.2 砂岩

47 SAl ④ 台石 (砥石) 12。 9 9.8 砂岩

48 SAl ② 板状砥石 4.3 0。 4 砂岩

49 SAl I トレンチャー 板状砥石 0.5 砂岩

50 SAl ② 砥 石 4.7 2.7 30 砂岩

SAl ② 砥 石 5.6 4。 0 51 砂岩

52 SAl ④ 剥片石器 6.0 流紋岩

SAl I トレンチャー 台石 31.3 19。 0 6,800 砂岩

SAl ② 台石 34.9 25.4 8.5 11,800 砂岩

B-4 Ⅲ 台石 (敲石) 12.6 11.9 6.7 1,370 砂岩
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第 4章 自然科学分析

1。 試料と方法

都城市、向原遺跡における放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

試料名    地点・層準     種類 前処理・調整 測定法

No。l  SAl,MⅡ 層,No。 271  炭化材  酸一アルカリー酸洗浄,ベ ンゼン合成  Radiometric

No.2  SAl,MⅡ 層,No.267  炭化材  酸一アルカリー酸洗浄,ベ ンゼン合成  Radiometric

ベータ

Radiometric:液体シンチレーシヨンカウンタによる β線計数法

2。 測定結果

試料名  測定 No。  14c年代   δ13c  補正
14c年

代      暦年代 (西暦)

(Beta― )  (年 BP)  (%0)   (年 BP)  (lσ :68%確率, 2σ :95%確率)

No。1   209818  1800± 60  -26.9   1760± 60    交点 :cal AD 250

lσ :cal AD 220～ 370

2σ :cal AD 120～ 410

No.2    209819   1920± 70   -26。 2   1900± 70      交点■ cal AD 100

lσ :cal AD 40～ 220

2σ :cal BC 40-AD 250

(1)14c年代測定値

試料の 14c/12c比か ら、単純に現在 (AD1950年)か ら何年前かを計算 した値。
14cの

半減期は、

国際的慣例によりLibbyの 5,568年を用いた。

(2)δ 13c測
定値

試料の測定
14c/12c比

を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)
の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

(3)補正 14c年
代値

δ13c測
定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、

14c/12cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。試料のδ13c値 を-25(%0)に標準化することによつて得 られる年代である。   ぅ

-18-



(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
14c濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。

calは calibratiOnし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14cの
詳細な測

定値、およびサンゴの U_Th年代と 14c年
代の比較により作成された較正曲線を使用 した。

暦年代の交点とは、補正 14c年
代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lι

マ
(68%確率)

と 2σ (95%確率)は、補正 14c年
代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す。 したがっ

て、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ・ 2σ 値が表記される場合 もある。

3。 所見

放射性炭素年代測定の結果、No.1の炭化材では 1760± 60年 BP(lσ の暦年代で AD220～ 370

年)、 No。 2の炭化材では 1900± 70年 BP(同 AD40～ 220年)の年代値が得 られた。

【文献】

Stuiver et al。 (1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041… 1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p。 1-36。

-19-



第 5章 まとめ

最後に第 1次調査時の成果とも重ねながら、本調査の成果についてまとめておく。

まず、 SAl出土遺物の帰属時期についてであるが、土器様相は第 1次調査時のものと同様の特徴

を示す。タタ、キを施す甕や精製器種 (直 口壺や小型高不)は第 1次調査時に検出されたものと同じ形態、

属性を具備 しており、似通った様相を呈 している。ちなみにタタキが施されている甕は内面へのケズ

リ等は施されておらず、ハケ調整のみで器壁は薄 く仕上がってはいない。タタキ甕の類似度から見れ

ば、松永幸寿氏が行なった宮崎平野部の弥生時代後期～古墳時代前期の土器編年 (松永 2001)の 5

～ 6期 (庄内式期)に併行するものと思われる。

小型精製器種 も特徴的なものが検出された。11の ような直口壺は類似品が第 1次調査のSA3で
も検出されている。吉本正典氏はこの器種に対 して古墳時代初頭のメルクマールとなる可能性を示唆

している (吉本 1993)。 以上のことから、先の松永氏の編年案と兼ね合わせてもSAlに は古墳時代

初頭 (庄内式併行期)の年代が付与でき、 1次調査時検出の土器群との時間的岨師 もないものと捉え

うる。

SAlは 当該期の都城盆地における事例中でも大型のクラスであり、第 1次調査時検出の住居と比

較 しても規模は一番大きい。都城盆地におけるこの時期の住居には間仕切 りの突出壁を持つものが多

く、 1次調査時のSA2で も確認でき、他に祝吉第 2遺跡 (面高 1982)、 前畑遺跡 (重山・東 (編 )

1996)等でも確認されている。本調査のSAlも突出壁が 2ヶ 所確認できた。宮崎平野部における同

時期の住居は方形プランを採用 しているものが多 く、突出壁を持たない。この時期においては違いが

見 られる。同じくSAlの特徴として、住居跡の立ち上がり壁際に大小の土坑を多 く掘 り込むことが

挙げられる。第 1次調査時に検出されたSAl、 SA2も 同様であり、壁際に土坑が多数掘 り込まれ

ている。同時期の住居でも壁際に土坑を掘 り込む事例は幾つも見 られる (祝吉第 2、 前畑等)。 具体

的な使用形態については不明であるが、本調査では土坑内から小型鉢や手捏ね土器が検出された (第

8図 18、 20、 24)。

他に特筆すべきとしてはSAl内 から5点の石包丁が検出されたことが挙げられる。いずれも磨製

であり、使用石材は頁岩である。同時期に宮崎平野部では扶入石包丁や打製石包丁が卓越 しており、

主流をなしている (池畑 1988)。 この快入石包丁であるが都城盆地ではほとんど見 られず、磨製石包

丁が圧倒的である。1次調査時に検出された石包丁 も磨製である。SAl内 からは他にも砥石や敲石、

台石等の各種石器も検出されており、この期における石器組成の 1セ ットとして捉えることができる。

SAl出 土炭化材の 14c年
代測定からは幅のある 2つ の測定結果が得 られた (第 4章参照)。 従前

の土器相対年代も考慮 し、安易にこの結果を用いることはここでは避け、データの提示のみに留めて

おく。

本調査で検出されたSAlは、第 1次調査時に検出された集落に帰属するものであり、集落が東方

向へと広がりをもつことが明らかとなった。集落は単純計算で南北方向に最短で約 100m、 東西方

向には約 300mの 範囲で展開 していたと推測される。都城盆地における同時期の遺跡には丸谷第 1

遺跡 (宮崎県教育委員会 (編 )1979)、 牟田ノ上遺跡 (来畑 1991)、 前畑遺跡、山ノ田第 1遺跡 (日

高ほか 1996)な どがある。いずれも向原第 2遺跡と同様、河川段丘面上に立地 し、遺物組成 も同 じ

様相を呈 している。

宮崎平野部の同時期遺跡 (松永編年 5・ 6期 )に は下那珂遺跡 (甲斐 2004)や大戸ノロ第 2遺跡 (岩

永・戸高 (編)1991)、 前ノ田村上第 1遺跡 (河野 2005)な どがあり、本遺跡と土器相が似通っている。

ただ器種間の属性 レベルにおいては相違点 も見 られ、例えば向原第 2遺跡 (第 1次調査)で は甕でプ

ロポーションは他のものと同一でありながら、頸部に刻目突帯を付すものが一定量存在する。 この夕

イプは平野部でも散見されるものの主体とはなっていない。祝吉第 2や前畑でも刻目突帯甕がほとん

ど存在 しておらず様相は一様とは言えないが、刻目突帯を持つ甕は以後古墳時代において都城盆地で

主体的に用いられており、その系統の推移を巡っては今後とも注意が必要である。また、先に挙げた

精製の直口壺 も南九州内陸部における特徴的な器種であり (吉本前掲)、 宮崎平野部での出土はあま
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りないようである。このような組成の違いは当地域の土器が宮崎平野部 と比 して共通する要素、加久

藤盆地や人吉盆地等の南九州内陸部と共通する要素の両要素を併せ持つことに起因 していると考えら

れる。 このことは両地域の土器編年を相互に検討 してゆく上でクロスデーティングできる可能性があ

り、今後検討すべき課題であるといえる。

また、土器以外にも石器組成、鉄器の使用形態等 も未だ不明点が多 くt今後はこれらの検討 も必要

となってこよう。                  ゞ
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図版 1・ 遺構

SAl 遺物検出状況

包含層遺物出土状況

SAl 炭化材検出状況

SAl 土坑内鉢 (20)出土状況 SAl 石包丁 (39)出土状況

SAl 完堀状況
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図版 2・ 遺物

SAl 出土土器 (1)

SAl 出土土器 (3)

SAl 出土土器 (2)

SAl 出土土器 (4)

SAl 出土土器 (5)SAl 出土石器 (1)
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